
第3章台風の中心位置推定＊

衛星画像による台風（との章では煩雑な記述を

避けるため、台風の強度に達していない熱帯低気

圧も含めて、一括して台風と記述する場合がある）

の解析では、台風に伴う雲域のパターン偲識が基

本になる。これは中心イ立置推定にも強度推定にも

共通している。 Dvorak(l984）は強度推定の手法開

発の中で、雲ノそターンをいくつかの基本的な類型に

まとめた。中，M立置推定のための雲パターンの解

釈にも Dvorakの示した方法が使われている。これ

は主と して画像上で台風の眼が見られない時、ど

のように中心を決めるかをモデノレ的に示したもの

である（図 2-1-1）。中心を示唆している対流雲の

幅の広し、バンドや対流雲列の曲率から、それらの

共通する曲率中心を台風の中心とする考え方であ

る。 中，M立置の推定にはとの他に、雲画像の動画

が有効である。また、雲パターンの認識は中，M立

置推定と共に、 後に述べる中心イ立置推定精度、雲

システムサイズを解析する上でも重要な要素にな

っている。

台風の雲パターンは大きく分けて、 Cbクラスタ

ー、バンド、 coo、眼、シヤ一、下層雲渦の6つに

分類される。実際の中心角特庁においては、これが

さらに細分化される（表 3-1-1）。台風の雲パター

ンは、発生期、 発達期、最盛期、衰弱期などの、

そのライフステージに応じて変わってし、く。この

ため、雲ノξターンを識別するためには、長時間の

雲画像の変化を動画により把握し、台風がどのス

テージにあるのかを知っておく ことが重要である。

角特庁者はこれらを踏まえた上で、角執庁したい雲の

形に特徴のはっきりした雲パターンを順に当ては

めていき、パターンを決定してして。

表3-11 台風中川立置推定の雲ドターンとその鞘数

ステージ 雲パターン
台風中心の

雲パターンの特徴
雲パターン

Unorganized 中，M寸近にCbクアスターが散在している。

Cbクラスター
Cb-Cluster 

発生期
Organized Cbクアスターが組織化して、バンドパターンへの移行期。
Cb-Cluster 

下層雲渦 下層雲のみによるf札 （Lowlevel cloud vortex) 

下層雲渦か 風の鉛直シヤーが大きい時に現れ、下層雲列により決定される
シヤー シヤー 中心と濃密な雲域がずれている。

パンド パンド 中心を示唆するような曲率を持つ雲バンドがある。

発達期 Distinctαぬ
中心を取り巻くほぼ円形の濃密雲域（COO）で少なくとも、一端が
明瞭な縁を持つ。

CDO 

Indistinct CDO cooの境界がRAGGEDか、一様なキメをしていない。

Distinct Small 直径が40回以内の大きさの目見
Eye 

Distinct Large 直径が40加を超える大きさの眼。
最盛期 H良 Eye 

Ragged Eye 
眼を形成している雲の壁が不規則な形状をしているか、中に別
な雲を含んでいるD

Banding Eye 眼を一周以上する雲バンドがある。
ノくンド パンド 中心を示唆するような曲率を持つ雲バンドがある。

シヤー
風の鉛直シヤーが大きい時に現れ、 下層雲列により決定される

衰弱期 下圏雲渦か 中心と濃密な雲域がずすしてし、る。
下層雲渦 シヤー 下層雲のみによる札 （Lowlevel cloud vortex) 

EXL 温剤低気圧に移行しつつある。

＊亀井孝志、 山本浩之（現 名古屋地方気象台）
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具体的には、眼→ CDO→下層雲渦・シヤー→

バンド→ Cbクラスターという順番にパターン

を当てはめ、一致したものを雲パターンに決定し、

どのパターンとも一致しない場合に限って、

Unknownとする（図3-1-1）。また、雲パターンは常

に変化するため、角軌庁した時が変化の途中にあた

り、両方の相教を持っている場合がある。このよ

うな場合には、これまでの変化の過程、今後の推

移を予想して決定してして。

ここでは、台風の各雲パターンの特徴とその解

析法を、最近の画像を用いて典型的な事例及び判

断の難しい事例として紹介し、ステージ毎の台風

中心推定方法について述べる。また、台風の中心

位置推定精度と雲システムサイズの測定方法につ

いても簡単に触れる。

.パタ』ン決定のための浪れ図

眼パターン

CDOパターン

下層雲渦パターン

or 

シヤーパターン

バンドパターン

Cbクラスターパターン

no 

図3ート1雲メターン決定のための流れ図
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3. 1雲パターンの特徴

(l)Cbクラスターパターン

台風の発生期に見られ、 Cbクラスターの鞘敷か

ら次の二つのパターンに細分化される。

①Unorganized Cb-Cluster（組織化されていない

Cbクラスター）

緩し沖底気圧性循環を伴った Cbクラスターが中

心付近に散在している。

⑫ rganized Cb-Cluster （組織化されたCbクラス

ター）

Cbクラスターが組織化して比較的回転中心も

明瞭、①より発達した状態で、バンドパターンへ

の移行期にある。

(2）バンドパターン（湾曲したバンドJtターン）

台風の発達期、衰弱期に見られ、 Cbクラスター

パターンより車且織化が進み、発達している。中心

を示唆する、または、中心を取り巻くような曲率

を持った対流雲バンドがある。

(3) CDOパターン

台風としてかなり発達した段階に見られ、 Cbク

ラスターパターンやバンドパターンよりさらに発

達している。中心を示唆する低気圧性曲率を持っ

た雲バンド上に、中心を取り巻くほぼ円形の濃密

な雲域（COO）が形成されたものである。その境界や

形の明瞭度から次の二つのパターンに細分化され

る。

①Indistinct COO（不明瞭なCOO)

cooの境界が全般的に不規則か不明瞭で、雲頂

表面も一様なキメをしていない。

R:>i st inc t CDO （明瞭なCDO)

CDOの少なくとも一端が明瞭な縁を持つ。①よ

り発達した状態である。

(4）眼パターン

台風としての最盛期に見られ、赤外画像では、

眼は冷たい濃密な雲域の中に見られる相対的に暖

かい部分で表現される。眼の大きさは通常直径20

～200kmで、発達段階によって異なる。一般に台風

の眼は、形成初期に大きく、発遣するにつれて小

さな円形となり、衰弱とともに再び大きくなり、

楕円形となることが多い。眼の形状、大きさから

次の四つのパターンに細分化され、！｜買に①が最も

強く、④が弱い。

①Distinct Small Eye （明瞭な小さな眼）

直径が40km以内の小さな目見

74 

②Distinct Large Eye（明瞭な大きな眼）

直径が40kmを超える大きな眼。

@Ragged Eye（不規則な眼）

眼を形成している雲の壁が不規則な形状をし

ている。または眼の中に別の雲を含んでいる。

④!Banding Eye （バンド状眼）

中心を一周以上取り巻く雲ノ号ンドがあり、眼を

形成している。

(5）下層雲渦かシヤ－1tターン

①シヤーパターン

台風の発生期から発達期、及び衰弱期に風の鉛

直シヤーが大きい時に現れ、下層雲列の曲率によ

り決定される中心と濃密な雲域がずれている場合

をいう。台風としては弱い状態で、これが強まる

と下層雲列は低気圧性曲率を増して同心円状に並

び、その曲率の中心が濃密な雲域の縁に接近して

いく。逆に鉛直シヤーの影響が次第に強まる時は、

下層雲列の曲率中心が濃密な雲域から離れていく。

このような場合、 台風は衰弱傾向にあることを示

唆している。

②下層雲渦パターン

台風の発生期、 または衰弱期に見られ、下層雲

のみによる雲渦である。シヤーパターンと比べて、

さらに台風が衰弱して風の鉛直シヤーの影響が強

まり、 下層雲列の曲率中心が濃密な雲域から比較

的高齢Lた位置にある場合で、下層渦の中1l,vf寸近に

濃密な雲域が点在する程度の場合もこのパターン

に含まれる。台風から熱帯低気圧、？且制低気圧に

衰弱する過程に多く現れる。

(6) Unknown 

(1）から（5）のどの雲パターンとも一致しない場

合にはUnknownとする。

(7）紛らわしい二つの雲パターンについて

二つの雲パターンで、迷った場合は、その時の状

況で判断するが、以下に特に迷う雲パターンにつ

いて、 一応の判断の目安を述べる。

CIX:bクラスターパターンとバンドパターン

中心を指向する雲バンドが中心付近の Cbクラ

スターと連続性を持っているか否かで判断する。

バンド状のCbクラスターがあっても、その曲率は

緩い循環を示唆する程度で、中心付近のCbクラス

ターとも連続性がない場合は Cbクラスターパタ

ーンを採用する。連続性を持つCbクラスターの雲

バンドが中心を示唆する曲率を持っている、また



は、中，Mす近の循環を示唆する曲率を持っている

場合はバンドパターンを採用する。また、中心を

示唆するCbクラスターの雲バンド、が、動画によっ

て比較的持続性が認められる場合でも、バンドパ

ターンと判断する。

②バンドパターンとCDOパターン

中心付近の円形度を持った Cbクラスターが持

続性を持っているか否かで判断する。台風の中心

付近で円形度を持った Cbクラスターが発達して

も、持続性がない場合はバンドノ4ターンを採用す

る。中心を内包する Cbクラスターが円形度を持ち、

比較的持続性があると認められた場合には、 coo
パターンを採用する。

③Ragged EyeパターンとBandingEye パターン

眼が不明瞭な場合に判断が難しくなるが、 CDO

があるか否かで判断する。中，M寸近の濃密な雲域

にほとんど隙聞がなく、 CDO と認め られれば

Ragged Eyeパターンを採用する。中心付近の濃密

な雲域に、隙聞を伴ったバンド構造が一周以上見

られるような場合は、 BandingEyeパターンを採

用する。

3. 2典型的な雲パターンの事例

(1)Cbクラスターパターン

中心を指向している対流雲列が見られる場合

には、この曲率から中心が決定できる。しかし、

Cbクラスターパターンは、熱帯低気圧としてまだ

十分に発達していない段階であり、中心を明確に

示唆する雲列や下層雲渦がないことが多いため、

静止画像のみで中心を決めることは困難である。

このような場合でも、雲画像の動画から回転中心

がわかることがあり、中心推定に有効である。ま

た、動画による回転中心がわからない場合には、

中心を示唆していると思われる最も雲頂高度の高

いCb付近や熱帯低気圧の上層発散に伴って、中心

付近のCbクラスターから吹き出している Ciの曲

率から、中心が推定できる場合がある。

⑪Jnorganized Cb--<::luster 

(a）図3-2-1は2003年 1月23日06U1℃の赤外画像

と可視画像である。この事例では、まだ台風の強

さに達していない。雲域内に出緩やかな曲率を持

ったCbクラスターが見られるが、この曲率から熱

帯低気圧の中心は決められない。しかし、動画で

の対流雲の動きから中心を決定することができる。
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(b）図3-2-2は2002年 10月26日03UTCの画像で

ある。この事例も、まだ台風の強さに達していな

い。図から中心を指向している対祈直列が見られ

るが、この対流雲列は中1Lvf寸近への巻き込みが弱

く、この曲率のみでは中心推定の糟度があまりよ

くない。しかし、動画を併用することにより、中

心を決定することができる。

②Organized Cb--<::luster 

(a）図3-2-3は2003年4月12日06UTCの台風第2

号の画像である。台風としてやや組織化が進み、

中心を指向しているこつの対流雲列が見られる。

二つの対流雲列の曲率と中，M寸近の Cbクラスタ

ーが低気圧性の回転を示しているので、 これらを

基に台風の中心を決定できる。

(b）図3-2-4は2002年6月29日OOUTCの台風第6

号の画像である。Cbクラスターの組識化が進み、

可視画像からはバンドパターンにも見えるが、赤

外画像ではまだ明瞭な雲バンド構造は見られない。

バンドパターンへの移行期にあるといえる。 中心

を指向している対流雲列の曲率から、中心を決定

する。

次項からの図で用いる記号の説明

ー：眼のない台風（台風に発達する前の熱帯低気圧を含む）

の中，b

G：眼のある台風の中心

.....B..J3....：雲バンド軸または対務理列

あ：メソ3スケールの下層渦

（眼パターンは中心が明瞭なため、中心を示す官包号を省略）



図3-2-1 Unorganized Cb℃lusterパターン（a) 赤外画像、（左）と司覗画像（右）

図3-2-2 Unorganized Cb-Clusterパタ｝ン（b) 赤外画像（左）と可視画像（右）

ι 一一一一
図3-2-3 Or伊nizedCb-Clusterパターン（a) 赤外画像（左）と可視画像（右）
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図3-2-4 Organiz巴dCbーClusterパターン（b) 赤外画像（左）と可視画像（右）

図32 5 バンド‘パターン（a) 赤外画像（左）と可視画像（右）

図3-2--6 バンド、パターン（b) 赤外画像（左）と可視画像（右）
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Q; 

図3-2-7 バンドパターン（c) 赤外箇像（左）ど可視画像（右）

九
υ

図3-2-8 Indistinct C凶パターン

図3-2-9 Distinct C凶パターン（a) 赤外画像（左）と可視画像（右）
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図3-2-10 Distinct C即パターン（b) 赤外画像（左）と可視画像（右）

図3-2-11 Distinct Small Eyeパターン赤外画像（左）と可視商像（右）

：噌晶 ・ー ず な四隅恥－－－＇ 掴州 議欄ぷム
図3-2-12 Distinct L~rge Eyeパターン赤外画像（左）と可視画像（右）
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図3-213 Ragged Eyeパターン 赤外画像（左）と可視画像（右）

一 位乱

図3-2-14 Banding Eyeパターン赤外画像（左）左可視画像（右）

図3-2-15 シヤーパターン赤外画像（左）左可視画像（右）
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(2）バンドパターン

中心を指向する湾曲した雲バンドの曲率から決

定する。考えられる中心の位置付近に対す直列の

併合がある場合は、併合点を台風中心とする。ま

た、湾曲した雲バンドがコンマ状に巻き込んでい

る場合には、台風中心は雲がンドの反時計回りの

終わり（コンマの頭）の部分の雲バンドの内縁付近

に位置する。

(a）図3-2-5は2001年7月24日OOUTCの台風第7

号の画像である。赤外画像ではあまり明瞭ではな

いが、可視画像を見ると厚い雲域の中に曲率を持

った雲バン ド（A）が明瞭にわかる。また、可視画

像で北西からの対流雲列（B）の入り込みも見られ

る。これらの中心を指向する雲バンドと対流雲列

の曲率から中心を決定する。

(b）図3-2-6は2001年 10月 15日OOUTCの台風第

21号の画像である。中心を指向するこつの巴状雲

バンドの曲率から決定する。

(C）図 3-2-7は2002年8月24日OOUTCの台風第

15号の画像、である。 中心を指向する雲バンドが明

瞭に見られるが、まだ一周以上していないため、

Banding Eyeパターンではない。中心はこの雲バ

ンドの最も曲率が大きい部分に内接する破線円の

中心に決定できる。

(3)COOパターン

小さなCOO（豆1.5。）の場合はcooの中心を台風

中心とする。大きなCOO(>1. 5° ）の場合はcooか

ら吹き出すCiの弧によって、あるいはC閃 の中の

より雲頂高度の高い Cb付近に決定できる場合が

ある。また、形成されつつある眼、消滅後の眼の

痩跡は有力な根拠である。

①Indistinct CDO 

図3-2-8は2001年7月28日OOUTCの台風第8

号の画像である。可視画像からC即 の雲頂部が白

く滑らかに見えるが、境界が不明瞭である。 coo
は中心に巻き込むバンドの形状を残しているので、

二つのバンドの曲率から中心を決定する。

RDistinct COO 

(a）図3-2-9は2001年7月29日03UTCの台風第8

号の画像である。可視画像からcooの雲頂部が白

く滑らかに見え、一端が明瞭な縁を持っているの

がわかる。中心は形成されつつある眼に決定する。

(b）図3-2-10は2002年7月24日06UTCの台風第

11号の画像である。破線円で示される小さな

81 

COO（壬1.50 ）のため、 CDOの中心を台風中心とす

る。

(4）眼パターン

眼（明瞭な小さな眼、明瞭な大きな眼、不規則

な眼、雲バンドで形成された眼）の中心、または眼

の壁雲の一部で示される曲率中心を台風中心とす

る。眼の中の雲や細かな下層雲渦にとらわれては

ならない。

①1Distinct Small Eye 

図3-2-11は2002年5月 19日OOUTCの台風第

3号の画像である。 CDOの中に明瞭な小さな眼を

形成しているので、中心はこの眼の中心に決定す

る。

②Distinct Large Eye 

図3-2-12は2002年 7月 13日06凹Cの台風第

7号の画像である。cooの中に明瞭な大きな眼を

形成しているので、中心はこの眼の中心に決定す

る。

③1Ragged Eye 

図3-2-13は2003年4月 19日OOUTCの台風第

2号の画像である。 CDOの中に不明瞭ではあるが、

眼を形成しているので、中心はこの眼の中心に決

定する。

④!Ban di昭 Eye

図3-2-14は2003年4月 14日03UTCの台風第

2号の画像である。雲バンドは中心に向かって渦

状に巻き込んでいるので、 中心は雲バンドで形成

された眼の中心に決定する。

(5）下層雲渦かシヤーパターン

①シヤーノ号ターン

下層雲渦の中心がわかる場合は、この中心を台

風中心とする。また、下層雲禍の中心がわからな

い場合には、中心を示唆する対流雲列や下層雲列

の曲率から決走する。

図 3-2-15は2002年7月26日06UTCの台風第

11号の画像である。赤外画像では中心を示唆する

下層雲列が明瞭に見られないので、赤外画像のみ

で中心を決定することは難しい。しかし、可視画

像では、低気圧性に湾曲した下層雲列が明瞭にわ

かり、やや不明瞭だが下層雲渦の中心が特定でき

る。中心はこの下層雲渦の中心に決定する。

赤外画像から台風中心の北東側に Cbを含む濃

密な雲域が見られ、可視画像では下層の渦循環が

取り残されているのがわかる。台風に巻き込む風



の影響を受けていないと思われる図中A x印

(OSAN）の高層観測実況を図3-2-16に示す。図から

400hPa付近を境にそれより下層では南東風、上層

では南西風で、 400hPa付近では南東の風が lOkt

に対して、 150hPa付近では南西の風50ktが観測

されており、 上層と下層の鉛直シヤーが大きいこ

とがわかる。このため、中心（下層雲渦）は濃密な

雲域の風上憤lj（南側）に位置していると考えられる。

シヤーパターンは、このように風の鉛直シヤーが

大きい場合に現れる。

②下層雲渦ノ号ターン

下層雲禍パターンは下層禍が明瞭なため、中心

は下層雲渦の中心に決定する。

図32 17は2003年4月23日06UTCの台風第2号

の画像である。赤外画像から中心の北東側にCb

域（A）が見えるが、 Cb域の規模が小さいのでシヤ

ーパターンではなく、 下層雲渦パターンとする。

中心は下層雲渦の中心に決定できる。

図32 17 下層雲滑v｛ターン赤外画像（左）と可視画像（右）

47122 OSAN AB (U/A) 
｛立置： 37.10N127.00E 海扱： 52m

2002-07-26 06UTC 
hPa 
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I J 1 I I I I 

，－－，－ーー「ー・；－－－，－－－，・・3’ーー

-60 -40 -20 0 20℃ 

一一気温 ーーー露点温度

図3-2-16 A地点（OSAN）の高層観測j実況
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3.3判断の難しい事例

(l)盛衰するCbクラスター

図3-3-1は2000年8月10日21UTCの台風第9

号の画像である。盛衰する Cbを台風の中心として

追跡すると台風の経路Bのように蛇行した解析に

なる。台風が進行方向を大きく変える状況として、

転向点付近に差しかかった場合と動きが遅くなっ

て迷走している場合とが考えられる。この例のよ

うに、台風が順調に進んでいる場合には、蛇行す

ることは考えにくい。 Cbクラスターパターンでは、

Cbが盛衰を繰り返す場合が多いため、Cbの発生点

をそのまま台風中心として追跡する時には注意が

必要である。 Cbの盛衰を考慮して再角軌庁した結果

が、台風の経路Aである。

図33 1 盛衰するCbクラスター赤外面像

(2）眼の中に見られる小さな下層渦

図3-32は2002年8月30日OlUTCの台風第15

号の画像である。赤外画像からはわからないが、

台風の眼を拡大した可視画像では、大きな眼の中

に小さな下層渦が四つ（ふ： a,b, c, d）見える。台

風の眼が大きな場合には、眼の中に小さな下層渦

ができることがあるが これを台風の中心とはせ

ず、大きな眼の中，e;( 9 : A）を台風の中心に決定

する。

(3）複数のβ渦

図3-33は 2000年8月 28日03UTCの台風第 12

号の画像である。 可視画像からメソ3スケールの

下層渦（あ； a,b）が見えるが、台風の大きな循環
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の中でできた持続性のなし、小規模な渦と考えられ

る。また、全体の回転中心とメソ戸スケーノレの下

層渦の位置が書留してし、るため、この渦の中心を台

風中心とは決定できない。この事例では、湾曲し

た雲バンドがコンマ状に巻き込んでいるため、中

心は雲バンドの終わりの内縁付近に位置し、 A

（争）に中心が決定できる。

(4）夜間のシヤーパターン

台風が中緯度帯まで北上すると、次第に偏西風

による鉛直シヤーの影響を受けるようになる。そ

の結果、これまで中心構造を形成していた活発な

対流雲を含む背の高い雲域と下層の渦循環とが分

離してしまう現象が起きる。シヤーパターンはこ

のような状況に多く王尉1 特に台風から温帯低気

圧に変化してし、く過程で掛もやすい。

例えば、眼パターンやCDOパターンから急速に

衰弱し、対祈虐を含む背の高い雲域の動きが加速

している場合や、これまでの移動方向と比べ東よ

りに流されている場合などは、偏西風の影響を受

けていることを示している。このような場合には、

台風中心の西側の雲域が次第に消散し、その西縁

が南北に直線状に変形してくる特徴を持つことが

あり （図33 4左側のC）、シヤーパターンへの変

化の前兆として捕らえることができる。

夜間において赤外画像のみの場合には、中心を

示唆する下層雲列が見えないととが多く、活発な

対流雲を含む背の高い雲域を雲システムの中心と

して追跡してしまい、大きな誤差を生じるととが

ある。今までの経路からの外挿位置と突然大きく

ずれる時は、十分な注意が必要である。また、地

上気象実況や気象レーダー、QuikSCAT衛星による

海上風データなど他の観測資料を有効に利用して、

雲解析から求めた台風中心と観測実況との対応や、

赤外画像ではわかり難い下層雲の動きの把握に努

める必要がある。図 3-3-4は 2002年 10月1日

18UTCの台風第21号の画像である。との事例では、

図中B( x）の背の高い雲域を中心として追跡し

てしまいがちだが、地上気象実況（圏3-3-4右側）

からはA（争）付近に中心が解析できる。



図3-3-2 限の中に見られる小さな下層渦赤外画像（左）と眼を拡大した可視画像（右）

ふはメソ8スケールの下層渦を示す

＼タ

図3-3-3 複数の8-Z1向赤外画像、（左）と可視画像（右）

国3-3-4 夜間のシヤーパターン 赤外画像（左）と地上観測実況との対応（右）
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定した中，M立置（ベストトラック）とは、熱帯低気

圧の強度に応じた雲ノξターンよって、中心精度が

大きく変わるととがわかった。このように台風の

中心位置推定精度の解析は、 雲パターンと密接な

関係があり、根拠をもって中心を推定できる範囲

として、台風の雲パターンによって測定方法が決

められている（図 3-4-1）。但し、中心を推定する

根拠が不確かな場合には、 不明とする。

中心位置推定精度とは複数個の台風中心が推

定される場合に、中心がほぼ90%含まれると予想

される範囲を円の直径で表わしたものである。

3.4中心位置推定精度と雲システムサイズ

衛星画像から推定した熱帯低気圧の中心位置

・強度などの特性は、 WMO（世界気象機関）で定めた

SAREP(Code for REPorting synoptic inter-

pretation of cloud data obtained by meteoro-

logical ~tellite ：気象衛星資料実況通報式）で

、園内・国外の気象機関へ通報されている。SAREP 

には熱帯低気圧の特性を表す要素として、 中，L_.vf立

置推定精度と雲システムサイズも含まれる。

(1）中心位置推定精度

熱帯低気圧の雲パタ←ンによる中b（＇立置推定

精度を調査した結果（萩原、 1984）によると、 SAREP

で通報された台風中，M立置と気象庁で後日最終決

眼パターン（BandingEyeを除く） バンドパターン

一一 一一一一一一一一J相互の雲バンドの曲率によ
ってできる円の直径を測定

雲バンド頭頂部と暖域終点
を結ぶ2点聞の距離を測定

眼の最大直径を測定
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(2）雲システムサイズ

雲システムサイズとは、台風の中心を取り巻い

て連続して柄主する濃密な雲域を円形にまとめた

場合の円の直径である。下層雲渦パターンのよう

に、 中心付近に濃密な雲域がない場合には、雲シ

ステムサイズを不明（Unknown）とする。

図3-4-2は、バンドパターンの雲システムサイ

ズを測定した例である。図中の硫棟円の直径が雲

システムサイズになる。また、図 3-4-3は、 Cbク

ラスターパターンの例である。との例では濃密な

雲域（A）を雲域の隙間（B）に埋め込み、濃密な雲

域を破線円のような円形にまとめて、雲システム

サイズを測定する。

図3-4-2 雲システムサイズの測定（バンドパターン） 赤外画像（左）と可視画像（右）

図3-4-3 雲システムサイズの測定（Cbクラスターパターン） 赤外画像（左）と可視画像（右）
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